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１．目的  

 橋梁をはじめとする大型鋼構造物の防食方法としては，大気部では一般的に塗装が用いられる．しかしなが

ら，水分が溜まりやすく，塩分が付着しやすいフランジ部や添接部，塗膜厚が薄くなりやすいエッジ部などで

は腐食が早期に生じやすい．今後さらなる長寿命化とライフサイクルコストの低減が求められる．そこで，現

在，図 1に示すような追従性を有し，環境遮断

効果が期待できる防食シートを開発している．

現状の課題として均一な防食性が確保しにく

いシート同士のつなぎ目における防食方法が

課題となっている．そこで，つなぎ目の形状に

ついて検討し，従来検討していた手法との防食

性能の比較をした． 

 

２．実施内容 

2.1 防食シートのつなぎ目における形状に関する検討 

防食シート同士のつなぎ目は腐食や劣化の起点になりやすい．現状では図 2 のようにシートの端部同士を接

触させて施工している．本方法で施工した場合，数年の期間であれば，剥離や腐食因子の侵入に伴うさびの発

生は認められないものの長期経過によるシートの劣化に伴い，このような問題が顕在化する可能性が高い．そ

こでこれらの問題への対策に加えて機能性の向上を目的とし，図 3のように端部が斜めの形状を提案し，防食

シートを試作した． 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 シート端部の従来の形状      図 3 シート端部の改良形状 

図 3のような形状にすることにより，端部同士を接触させて施工する従来法と比較して腐食因子の侵入経路

を長くでき，それに伴い防食性の向上が期待できる．また，施工時に接着剤がつなぎ目の隙間から出にくくな

り，景観の低下を抑制できることが期待できる． 
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2.2 つなぎ目の形状を改良した防食シートの作製と防食性能評価 

評価用試験片の作製および防食性評価試験を実施するにあたり，以下に試験条件および方法を示す． 

＜試験条件＞ 

・試験片材質，形状：SS400 試験片(Sa2.5グリッド鋼板，150×70×t3.2)  

・試験片枚数：4枚 (作製条件①用：2枚，作製条件②用：2枚) 

・用いたシート：4枚(寸法：120×70×t1.0) 

・作製条件：条件①：シートを従来通りに切断し，試験片に施工する． 

       条件②：シートをマットカッターにて斜めに切断し，試験片に施工する． 

・評価方法および機器：塩水噴霧試験 2)，塩水噴霧試験器(型式：STP-90-V2，スガ試験機(株)製) 

＜方法＞ 

1) 条件①の防錆シートをカッターにて縦半分(120×35×t1.0)になるように切断した． 

2) 条件②の防食シートをマットカッター(角度：45°)にて縦半分(1)と同様)になるように切断した． 

3) SS400試験片に対して1液型変性エポキシシリコン接着剤を全体に塗布してスケラーにて十分にのばした． 

4) 接着剤塗布箇所に対して切断したシートを端部同士が接触するように貼付した． 

5) 4)に基づき，条件①，②それぞれ 2枚ずつ計 4枚準備した． 

6) 作製準備した試験片に対して，塩水噴霧試験による防食性評価を行なった． 

 

３．結果 

3.1 つなぎ目の形状を改良した防食シートの防食性能評価 

2.2 に基づき，作製した試験片に対して塩水噴霧試験を 950 時間実施した．950 時間経過後における外観観

察結果を写真 1に示す．また防食シート，接着剤を除去した際の外観を写真 2に示す． 

 

 

 

 

 

 

作製条件①       作製条件②        作製条件①     作製条件② 

□：発錆箇所 

写真 1 塩水噴霧試験 950時間経過後における試験片外観  写真 2 シートおよび接着剤を除去した後の外観 

 

写真 2より，今回検討した条件②では，シート施工箇所は防食性を維持していた．一方で従来通りに作製し

た条件①ではつなぎ目で一部さびが認められた．このことから，つなぎ目の形状として提案手法が従来手法よ

りも有効であることがわかった． 

 

４．まとめ 

防食シートのつなぎ目の形状を検討した結果，端部を斜めの形状にすることにより，従来の手法と比較して

防食性が向上することがわかった． 
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